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Rehabilitational physical activity course for students with orthopaedic diseases or impair‐

ments has been available for more than 30 years in the Department ol SpOrts Sciencies,College

Of Arts and Sciences,University of Tokyo  ln this rehabilitatiOllal prOgram,students participate

in a exercise prOgram fOr rehabilitation once a weck   Detailed contents of each exercise are

as follows;

1) Ceneral health check by orthOpaedic surgeon

2) Static streching

3) JOgging or cycling(if possible)for about 211 minutes

4) Vヽeight training by Universal(Training equiplnent)fOr about 50 minutes

5) Static stretching

Three cases of knee ligament injury 、vere repOrted  As to isokinetic knee extention peak

torque, t、vo of three cases (except one case of recurrence)showed a good recovery in the

training and fo110、v_up period.
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近年のスポーツの普及はめざましいものがある

が,ス ポーツによる外傷 もそれに伴ってふえてき

ている。

適切な治療とリハビリテーションをうければ,

再びスポーッ活動を続けることも可能であるが,

一部の トップアス リー トを除いてそのような恩恵

にあずかる者はまだ少ないのが現状であり,怪我

によリスポーツ活動を中止 したり,ス ポーツ活動

にたいして消極的になって しまう者が多いと考え

られる。本学では従来 よ り体育実技種目の なか

に,疾病・障害をもつ学生のために特別にクラス

を設けて,個 々の学生の健康状態に応 じた身体活

動を行なわせて来たD～い。今回はこの特別クラス

の授業の内容とリハビリテーションの面から見た

授業の効果について,膝関節に外傷をきたした 3

例について報告する。

対象と方法

1. 特別体育グループについて

本学では従来よリー般教養課程の体育実技の中

に疾病・障害を持つ学生のための特別クラス (特

別体育グループ)を開設 している。特別体育グル

ープはさらに

1)運動を禁止されたグループ

2)主 に内科的疾患をもつ者で軽運動は許可さ

れたグループ

3)四肢等運動器に障害のあるグループ

の 3っのサブグループにわかれて授業をおこなっ

ている。今回報告する 3例 はいずれもその内の第

二のサブグループに所属する者である。

2. 症例のプロフィール

今回報告する3例 はいずれも膝の十字靭帯に障

害のあるもので,詳細については下記のとおりで

ある。

症例 NG

大学入学後の体育実技 (サ ッカー)参加中にボ

ールを蹴っていて右膝を痛めた。その後学期末の

体カテス トの反復横跳びで再び右膝を痛め,右膝

前十字靭帯断裂と診断 された。昭和 59年度前・

後期に特別体育を受講 した。

症例 KT

高校 2年生の 3学期に,ダ ッシュの練習中に右
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膝を痛める。大学入学後の 5月 ,や はリダ ッシュ

の練習中に,右膝内側の半月板の一部が欠けて ,

膝が伸びなくなった。右膝前十字靭帯・ 内側半月

板損傷と診断され, 6月 に鏡視下で半月板を除去

し,退院後,昭和 59年度前・後期 の特別体育 を

受講 した。

症例 FK
アメ リカンフットボールの試合中,相手に右膝

の外側から乗りかか られて,後十字靭帯を断裂 ,

手術後 3ヶ 月入院, 退院後昭和 59年度後期 の特

別体育を受講 した。

3. 採業の内容

31ヘルスチェック  授業の最初に体育科に

所属する整形外科医が学生の健康状態のチェック

を行なう。

必要に応 じて関節可動範囲や形態 (四肢の周径囲

等)の測定もおこなう。

32実技  準備運動として四肢のス トレッチ

ング (各部位 20秒間)を行ない,ウ ォーミング

アップと全身持久力の トレーニングを 目的 と し

て,回復の進んだ者はその状態に応 じてジョギン

グ (約 2km)か自転車漕ぎ (約 3km)をおこな

う。但 し,回復がまだ十分でない場合は, ジョギ

ングや自転車漕ぎのかわりに, トレーニングマシ

ーン (ユ ニバーサル)を使って軽い負荷 (10 RM

の半分程度)による筋カ トレーニングを 1セ ット

ずつ行なわせた。その後で, トレーニングマンー

ィ (ユ ニバーサル)を使って筋カ トレーニングを

お こな う (写真 1)。 トレーニングの負荷 は 10

RM程度を目安とし,上半身および下半身の筋群

写真 1
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を鍛える種目を数種類選んで各種目を 2セ ット行

なうのを目標とする。 トレーニングの種目は,図
1に示すとおりである。種目名の横に主に鍛練さ

れる筋群を示 した。又,下半身の トレーニングに

おいては,特に屈筋群と伸筋群の トレーニングの

パランスに注意 しておこなわせた6)。
筋カ トレー

ニング終了後,再び最初に行なったス トレッチン

グを行なわせて,授業終了とした。

4 等速性筋力の測定

昭和 59年度後期の特別体育の授業は昭和 59年

10月 下旬より翌年 2月 上旬までおこなわれたが,

授業の効果を調べる目的で Cybex Hに よる大腿

四頭筋の等速性筋力の測定を患側 と健側 につ い

て,授業開始 1週間後, 2ヶ月後, 4ヶ 月後にそ

れぞれ実施 した。

角速度はそれぞれ O rpm(関 節角度 120度 ),

10 rpm,30 rpm,50 rpmの 4種類のスピードにて

測定 した。

結果と考察

1 回復の経過について

症例 NGは 前期授業開始 1ケ 月後 よ り,K

蘊
レックェクステンション

(大腿 LL頭筋 )

∬↓
品

冊
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レッグカール

(ハ ムス トリング)

ブルダウン

(広 背筋、上腕二頭筋 )

ショルダープレス

(三角筋、上腕三頭筋 )

T は後期授業開始当初より,ま た FKは 後期

授業開始 3ヶ月後よりそれぞれ土の上でのジョギ

ング (約 2km)が できるようになった。昭和 59

年度後期の授業終了時には,NG.と KTは 健

常者と同じ体育実技のグループに復帰できるよう

になり,ま た FKに ついては,所属する運動ク

ラブ (ア メリカンフットボール部)での練習が部

分的に可能となった。

2. 大腿四頭筋群の筋力の回復について

症例 FKと 症例 KTの Cybex Hに よる等

速性筋力の測定結果を図 2の a～ cに示す。自丸

は健全な方の足 (健側)の筋力を,黒丸はけがを

したはうの足 (患側)の筋力を示 し,単位はピー

ク トルクで表わしてある。実線で結んだ部分は授

業期間中の値で,破線で結んだ部分は授業終了後

の値を示 している。FK,KTの 両者共 に,授

業期間中に患側の筋力が向上 し,授業開始から 1

年経った時点では,患側の筋力はほぼ健側の値と

差がない程度にまで回復 している。 NCに つい

ては,授業終了後, レクリェーションで野球を し

ている時に再び右膝の前十字靭帯 を切断 したた

め,授業期間中の筋力の値のみ示 してある。又,

ベンチプレス

大胸筋、三角筋、
上腕三頭筋

ディップ

(僧帽筋、広背筋、上腕二9rl筋 )

図 1 筋カトレーニング種目 ( ) 内は主動筋群を示す

腹筋 背筋
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図 2-3 等速性筋力の推移 (症例 FK)破 線は授

業終了後のフォローアップ期間を示す。
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NGと KTに つ いて は前十字靭帯損傷 のた

め,O rpmで の筋力測定は危険が大きいことが予

想されたため,10 rpm,30 rpm,50rpm lこ ついて

のみ測定 した。

膝関節の障害はスポーツ外傷のなかでもおおき

な割合をしめており,処置を誤ると回復が困難に

なりやすい。その リハビリテーションの方法につ

いても,科学的な検討を加える余地はまだ十分に

あると思われる。

lngemann‐Hansenと HalkJacr_Kristen゛ n7)は
,

内側側副靭帯損傷を起こした 107名のサッカー選

手を対象に,1ケ月のギプス固定の後,10～ 30分

の筋カ トレーニングを週 3回, 1ケ 月にわたつて

行なった。そしてオルツ トロンによる等速性筋力

測定を行なったところ,低 い速度 (16 rpm)で は

健側値の 90%,速い速度 (50 rpm)で は健側値の

70%ま で筋力が回復 したと報告 している。

今回報告 した症例については,いずれも十字靭

帯の損傷であること,障害の重傷度がどの程度の

ものであったのか不明であることなどから,上記

文献との比較は難 しいとおもわれる。しかし,再

発 した NG は別として,FK と KTに つい

ては,筋力の完全な回復に 1年以上要 しているも

のの,半年間の授業終了時には, 日常生活,ス ポ

ーツ活動ともにはぼ健康人の水準にまで達 し得て

いることから,本学の特別体育の授業は,膝関節

傷害の リハビリテーションとしては,ほぼ満足の

ゆくものと考えられる。ただ,授業 (ト レーニン

グ)が週 1回 しか行なわれないことが,回復の速

度をおさえている可能性は十分に考えられる。こ

の点も今後克服 してゆくべき課題のひとつにあげ

ることができよう。

骨折や靭帯損傷などの整形外科的疾患にかかつ

た場合,多 くの医療機関で行なわれるリハビリテ

ーションは,「 日常生活 (軽作業を中心 と した)

に支障が出ない程度」を目標にしたものが多 く,

一部の医療機関を除けば,「スポーツ活動が可能

になるJレベルをも目標にしているところはまだ

少ないと思われる。 しかし,身体活動により積極

的に健康増進をはかることの重要性を考えると,

整形外科的疾患にかかつた場合の リハビリテーシ

ョンは,最終的には,「スポーツ活動が可能 にな
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等速性筋力の推移 (症例 K■)破線は授

業終了後のフォローアップ期間を示す。

等速性筋力の推移 (症例 NC)授 業終了

後再び同じ個所を負傷 したためフォロー

アップ期間中の測定は行なえなかった。

NC

。健側値

●患側値
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るJレベルをも目標に入れるの が 理想的 で あ ろ

う。今回報告 した本学の特別体育の授業は, こう

した理想と現実のギャップを埋める手段のひとつ

といえるのではなかろうか。
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